






















Examining the significance and effect of  
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通訳教育における通訳コンテストの意義とその効果についての検証■
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資料1
第2回通訳コンテスト　来場者アンケート結果
1．ご職業をお教えください。
①高校生  1名
②大学生（NUFS・他大学） 33名
③大学院生  5名
④教員（高校・大学等） 14名
⑤一般 23名
合計 76名
2．今回のイベントをどういった手段でお知りになりましたか。
①週刊 STニュース  6名
②新聞広告  3名
③駅のポスター  6名
④大学ウェブサイト  9名
⑤友人や知人から 27名
⑥その他 28名
3．今回、通訳コンテストを観覧したいと思った理由をお知らせください。
①通訳に興味があるから 48名
②将来参加したいと思ったから  6名
③現在、通訳・翻訳関係の仕事に就いているから  9名
④友人に誘われたから  2名
⑤講演等に興味があり聴きたかったから 23名
⑥その他 12名
4．今回、通訳コンテストを観覧して、どう思われましたか。
①通訳に興味が持て、大変良かった 33名
②通訳の勉強をしたいと思えるほど興味が持てた 15名
③通訳は大変な仕事だと思った 38名
④将来、機会があればこういったコンテストに出場したいと思った  7名
⑤その他 15名
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5．このようなコンテストを開催することについてどう思われますか。
①学生が勉強した成果を発表する場になることで、大変意義があると思う 75名
②もっと違うような形で開催するとよいと思う  1名
③その他  2名
6．その他、お気づきの点やご意見、ご感想などございましたら、ご自由にご記入ください。
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資料2
第2回通訳コンテスト　出場者アンケート結果
1．英語を勉強しようと思ったきっかけは何ですか？
2．今回、通訳コンテストに出場を決意した理由は何ですか？
①将来通訳になるために役立つと思うから 1名
②自分の力を試したかったから 4名
③先生や知人に勧められたから 6名
3．通訳コンテストに出場しての感想
①自分の能力に自信が持てた。 0名
②自分や他の学生のレベルを知ることができた。 8名
③今後の学習に対するモチベーションが高まった。 8名
④他の大学の学生と交流できて楽しかった。 6名
⑤その他 0名
4．通訳コンテストに向けて、どんな学習をしましたか？
①トピックについて文献やインターネットなどで知識を得た 10名
②積極的に英語に触れる機会を作った  2名
③先生に指導をしていただいた  9名
④その他  2名
5．日頃、主に通訳の勉強はどのように行っていますか？
①大学の授業で 8名
②クラブ・サークル活動で 3名
③独学で 4名
④その他 1名
6．このような通訳コンテストについて
①次回も出場したい。 7名
②次回は出場したくない。 1名
③その他・未回答 2名
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7．今回の通訳コンテストの出場経験を、今後ご自身の中でどのように生かそうとお考えで
すか？
8．今回の通訳コンテストの感想をお聞かせ下さい。
Ⅰ．トピックについて
①難しかった 7名
②ちょうど良かった 3名
③易しすぎた 0名
Ⅱ．逐次通訳する際のスピーカーの区切りについて
①長すぎた 1名
②ちょうど良かった 9名
③短すぎた 0名
Ⅲ．スピーカーの話すスピード
①早すぎた 4名
②やや早い 2名
③ちょうど良かった 4名
④遅すぎた 0名
9．トピックの内容について要望があればお聞かせ下さい。
10．進行形式や会場の設備などに関しまして、何かお気づきの点がございましたらお聞か
せください。
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資料3
通訳コンテスト　出場者アンケート
質問1　英語を勉強しようと思ったきっかけは何ですか？
回答
A．高校留学を機に英語学習に興味を持ったため。
B．中学卒業後すぐにオーストラリアに3週間ほど短期留学（学校の生徒3人程度）がきっ
かけ。
C．異文化交流の為や、自国である日本を他の視点で見たかったためです。
D．英語が好きで、将来英語を使用する職業に就きたかったからです。
E．まずは小学校1年生の時にアメリカに住んで必要に駆られて。帰国してかなりのス
ピードで忘れてしまったのですが。中学の時は、スイスに住んでいたので数学以外で
現地の子と互角に戦える？のは英語だったので。高校では帰国子女なのに英語が話せ
ないことにコンプレックスを感じて。大学では、授業でほとんど英語がないので通訳
サークルに入ったらとってもおもしろかったから。
F．外国人とのコミュニケーションや外国の文化・情報を学ぶために英語の必要性を感じ
たこと。小学生高学年頃のことです。
G．中学の時、新しい言語を学ぶことの面白さを覚え、英語を話すことで世界中の人々と
話すことができ、自分の世界観が広がると思ったため。
H．幼少時に海外でうまく自分を表現できないという体験をし、日本語以外の言語も学び
たいと強く思ったこと。
I． もっと自分の視野を広げたかったため。世界とつながるツールが欲しかったため。
J．海外の文化に興味があったため。
質問7　今回の通訳コンテストの出場経験を、今後ご自身の中でどのように生かそうとお考
えですか？
回答
A．今回のコンテストで、自分への課題を再確認でき、また、他大学の方々の実力を見る
ことができましたので、今後の学習にそれを生かしたいと思います。
B．もっと実践の場を増やしたいと感じました。
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C．気持のコントロールをするために、準備で自信をつけられるよう事前に勉強すること
の大切さを実感いたしました。又、言語に敏感になり、社会的に受け入れられやすい
用語かどうか、又は、耳で聞いて理解しやすい言葉かどうかなど、聞き手に気配りを
する大切さも生かしていきたいです。
D．今回出場させて頂いたことで、自分の未熟さを再確認することができましたので、も
う一度原点に戻り、まず、英語力の向上、知識の向上に努めたいです。
E．テーマ、多文化主義が興味深かったので、今までは見過ごしていた新聞記事なども、
ふと手に持って読んでみたり、コンテストの準備がきっかけになって「勉強」と思わ
ない形で知識が増えている気がしました。出場してみて一層先生方のコメントが心に
残ったのと、改めてこれからも頑張ろう、という気持ちになりました。
F．自分自身を客観することが出来た結果、英語そして通訳の力における苦手な部分が明
らかになったので、その点を集中して克服していきたいと思う。
G．やはり通訳をするには、前もって勉強して予備知識をつけることが必要だと思いまし
た。今後、通訳のみにかかわらず、自分が実際の社会で仕事をするにあたって、新し
いことを自ら積極的に学び取ろうという姿勢をこのコンテストを通じて持てたと思い
ます。
H．コンテスト出場に向けての勉強であらたに学んだ単語や考えに関連する事がらをリ
サーチすることで語彙や知識を深めるきっかけにしたい。
I． 本番に向けて勉強したことが自分の中で非常に大きなものになっています。これは社
会に出ても共通するものではないかと思います。
J． 今回の経験をふまえて、やはり将来的には通訳になりたいので、長期的なスパンで考
えて、知識や語学力をもっとつけたいです。テレビなどを聞きながらも、メモをとり、
きれいに通訳できるように練習していこうと考えています。
　これとは違いますけれども、この様なコメントを送ってくれた学生さんもいました。
　　「この思いはこれからの新たなスタートへの大きな原動力となることを私は確信して
います。それまでは、大学生活にどこか満足していた自分がいました。留学をし、英
検やTOEIC である程度納得のいく成果を残してきて、よくやったと自分で合格点を
あげていたのかも知れません。……負けていられないという強い向上心を持つことが
できました。それも全てコンテストに出場して得た財産であり、また最初から逃げ出
すのではなく挑戦することで多くを手にすることができるのだと実感しました。」
